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　はじめに

外来種とは自らの能力ではなく人為的に自然

分布域から分布域外へ移動させられた生物のこと

を指し，特に国内に分布する生物がその生物の国

内の分布域外へ人為的に移動させられた生物のこ

とを国内外来種という（松沢・瀬能，2008；瀬能，

2013）．国内外来種は生物多様性の観点から問題

視されており，これまでにそれらの分布や生態系

への影響に関する様々な研究が行われてきた（例

えば Kurita et al., 2008；中島ほか，2008；日本魚

類学会自然保護委員会，2013）．鹿児島県におい

ても自然分布していなかったヤリタナゴ Tanakia 

lanceolata (Temminck and Schlegel, 1846)やイトモ

ロコ Squalidus gracilis gracilis (Temminck and Sch-

legel, 1846)が県内の各地から記録されており，在

来生物への影響が危惧されている（稲留・山本，

2012；池，2016；日比野ほか，2018）．

2018年 9月と 2019年 10月に薩摩郡さつま町

川内川中流から 12個体のハス Opsariichthys unci-

rostris uncirostris (Temminck and Schlegel, 1846)（コ

イ目：コイ科）が，2019年の 6月に薩摩郡さつ

ま町川内川水系支流から 12個体と 10月に薩摩郡

さつま町川内川中流域から 9 個体のギギ

Tachysurus nudiceps (Sauvage, 1883)（ナマズ目：

ギギ科）が採集された．これら標本は両種の鹿児

島県における標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)と

Watanabe and Maeda (1995)にしたがった．計測は

デジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計

測値は体長に対する百分率で示した．ギギの吻上

と上唇のひげは，ひげを立てた際の付け根の前端

部から先端までの長さを計測した．標準体長は体

長または SLと表記した．本研究で採集されたす

べてのハスとギギの標本のうち，それぞれ 11標

本と 16標本を計測し，記載にも用いた．残りの

採集個体（標本リストで *印をつけた個体）につ

いては，同定を確認した上で，体長のみを計測し

た．ハスとギギの生鮮時の体色の記載は，それぞ

れ 8標本（KAUM–I. 120620–120623, 133725–133726, 

200793–200794） と 12 標 本（KAUM–I. 130500–

130504, 130554–130557, 130568, 133873–133874）

の生鮮時のカラー写真に基づく．標本の作製，登

録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されて

いる．

鹿児島県北西部の川内川水系における定着が確認された
国内外来魚 2 種 （ハスとギギ） の標本に基づく記録
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　結果と考察

Opsariichthys uncirostris uncirostris

(Temminck and Schlegel, 1846)

ハス　（Fig. 1; Table 1）

標本　12個体（すべて鹿児島県薩摩郡さつま

町の川内川水系産，体長 132.0–201.3 mm）：

KAUM–I. 120620， 体 長 170.7 mm，KAUM–I. 

120621，体長 184.0 mm，KAUM–I. 120622，体長

201.3 mm，KAUM–I. 120623， 体 長 157.1 mm，

KAUM–I. 200793， 体 長 159.0 mm，KAUM–I. 

200794，体長 193.4 mm，川内川中流域（鶴田ダ

ムより下流），水深 1 m，2018年 9月 25日，釣り，

岩坪洸樹・上城拓也・中村潤平；KAUM–I. 

133725，体長 145.3 mm，KAUM–I. 133726，体長

162.0 mm，KAUM–I. 133754， 体 長 132.0 mm，

*KAUM–I. 133755， 体 長 148.0 mm，KAUM–I. 

133756，体長 136.2 mm，KAUM–I. 133757，体長

145.8 mm，大鶴湖（鶴田ダム），水深 1 m，2019

年 10月 17日，釣り，中村潤平・渋谷駿太・古𣘺

龍星・是枝伶旺．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は前後方向に長く，側偏

する．体背縁は吻端から頭部後方にかけて上昇し，

そこから背鰭起部までほぼ直線をなし，その後背

鰭起部から尾柄にかけて緩やかに下降する．体腹

縁は吻端から胸鰭基底後方にかけて下降し，そこ

から尾柄にかけて緩やかに上昇する．胸鰭は低位

で眼の下縁より下方に位置する．胸鰭後端は腹鰭

起部に達しない．腹鰭起部は背鰭起部のほぼ直下

に位置する．背鰭基底後端は臀鰭起部より前方に

位置する．尾鰭は二叉形を呈し，両葉後端は尖る．

体は円鱗に被われる．鼻孔は 2対で，前鼻孔は吻

Fig. 1. Fresh specimens of Opsariichthys uncirostris uncirostris collected from the Sendai River system, Kagoshima, Japan (A: KAUM–I. 
200794, 201.3 mm SL; B KAUM–I. 133725, 145.3 mm SL).
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端付近に位置し，後鼻孔は眼の前方に位置する．

眼および瞳孔は正円形に近い．口裂は大きく，前

方が「へ」の字形に曲がる．上顎後端は眼の中央

直下に達する．口にひげはない．前鰓蓋骨後縁お

よび主鰓蓋骨後縁は滑らか．側線は完全で，鰓蓋

上方から始まり，腹鰭起部直上前方にかけて緩や

かに下降し，そこから尾柄にかけて体腹縁とほぼ

平行となる．

色彩　生鮮時の色彩 –体背面は黄褐色から緑

褐色を呈し，体側上部から体腹面にかけては銀白

色．頭部は吻端から背面にかけて黄褐色から緑褐

色を呈し，頬部から腹面にかけては銀白色．胸鰭

は黄色みを帯びる白色で，背鰭，腹鰭，および臀

鰭は黄色みがかった白色半透明．尾鰭は黄色から

黄褐色を呈する．瞳孔は黒色で，虹彩は銀色を呈

し，上部と下部が赤みを帯びる（KAUM–I. 

120620, 120622は上部のみ赤色）．

分布　琵琶湖・淀川水系と福井県三方湖に自

然分布し，北海道，青森県，沖縄県，および島嶼

域を除く日本各地に移入されている（佐野，

2012；細谷，2019）．本研究によって鹿児島県か

ら標本に基づき初めて記録された．

備考　川内川産の標本は，体が側扁すること，

胸鰭は低位で眼より下であること，側線をもつこ

と，および口にひげがないことなどで中坊（2013）

によって示されたコイ科に同定され，臀鰭の分枝

軟条数が 9であること，口裂が「へ」の字形であ

ること，および側線鱗数が 50–55であることなど

の特徴が細谷（2013）によって示されたハスの特

徴とよく一致したため，本種に同定された．

これまで鹿児島県内におけるハスの標本に基

づく確かな記録はなく，九州における外来魚類の

分布についての報告（中島ほか，2008；鬼倉・向

井，2013）において本種が鹿児島県に分布してい

ることを示す記述があるのみであった．したがっ

て，本研究で記載を行った標本は鹿児島県におけ

るハスの標本に基づく初めての記録となる．

九州におけるハスの導入経緯は琵琶湖産アユ

Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and Sch-

legel, 1846)の放流に伴うものと考えられている

（中島ほか，2008）．しかし，琵琶湖産アユの放流

に伴うハスの導入は複数のハプロタイプが出現す

る可能性が高いことに対し，鹿児島県のハス移入

集団のハプロタイプは特定のハプロタイプに固定

されていることから，川内川水系に移入された本

種は九州内で非意図的な導入を介して二次的に広

まった可能性が指摘されている（鬼倉・向井，

2013）．その一方で，川内川水系では過去に琵琶

湖産アユが放流されたことがあるため（富永昭子

氏，私信），川内川水系のハスの導入経緯がアユ

の放流に付随するものであるのか，二次的な導入

によるものであるのかは不明である．

本研究においてハスは鶴田ダムの上下流域か

らまとまった個体数が複数年を通して得られてお

り，川内川水系に定着していると考えられる．ハ

スは日本産コイ科魚類においては数少ない典型的

な魚食魚であり（細谷，2019），在来生物種に食

害を及ぼす可能性が指摘されている（鬼倉・向井，

2013）．実際に九州においても福岡県に導入され

た本種がタナゴ類や昆虫類などを捕食している事

例（Kurita et al., 2008）が知られており，鹿児島

県川内川水系においてもアユに対する食害が問題

視されている（中島ほか，2008）．そのため，今

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of 
Opsariichthys uncirostris uncirostris from the Sendai River 
system, Kagoshima, Japan. Means in parentheses.

O. uncirostris uncirostris
n = 11

Standard length (SL; mm) 132.0–201.3
Counts
 Dorsal-fin rays iii ＋ 7
 Anal-fin rays iii ＋ 9
 Lateral-line scales 50–55
 Scale rows above lateral line 11–12
 Scale rows below lateral line 5–6
Measurements (% SL)
 Head length 27.7–30.5 (29.2)
 Snout length 8.6–10.0 (9.4)
 Orbit diameter 4.4–5.3 (5.0)
 Interorbital width 7.1–8.6 (7.8)
 Body depth 20.7–24.1 (22.2)
 Pre-dorsal-fin length 49.7–52.1 (51.1)
 Pre-pelvic-fin length 50.1–53.4 (51.8)
 Pre-anal-fin length 69.7–73.2 (71.8)
 Caudal-peduncle length 16.4–19.2 (18.2)
 Caudal-peduncle depth 8.3–9.3 (8.6)
 Pectoral-fin length 17.8–21.7 (19.3)
 Pelvic-fin length 11.6–14.9 (12.8)
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後は川内川水系における本種の分布状況および在

来生物種への影響を詳しく調査する必要がある．

比較標本　ハス Opsariichthys uncirostris unciro-

stris：KAUM–I. 104989，体長 154.0 mm，KAUM–

I. 104990，体長 213.0 mm，高知県香美市物部町

別役物部川，1980 年 11 月 19 日，山形大学；

KAUM–I. 131256， 体 長 228.6 mm，KAUM–I. 

131256，体長 151.8 mm，滋賀県高島市マキノ町，

水深 0.5 m，2019年 6月 13日，釣り，中村潤平；

KAUM–I. 131269，体長 157.5 mm，滋賀県大津市

真野，水深 1 m，2019年 6月 12日，釣り，中村

潤平．

Tachysurus nudiceps (Sauvage, 1883)

ギギ　（Fig. 2; Table 2）

標本　21個体（すべて鹿児島県薩摩郡さつま

町川内川水系産，体長 42.7–290.2 mm）：KAUM–I. 

130500，体長 208.2 mm，KAUM–I. 130501，体長

117.7 mm，KAUM–I. 130502， 体 長 99.7 mm，

KAUM–I. 130503， 体 長 58.9 mm，KAUM–I. 

130504，体長 46.3 mm，KAUM–I. 130554，体長

160.4 mm，KAUM–I. 130555， 体 長 42.7 mm，

KAUM–I. 130556， 体 長 55.9 mm，KAUM–I. 

130557，体長 119.4 mm，KAUM–I. 130558，体長

60.7 mm，KAUM–I. 130568， 体 長 92.7 mm，

KAUM–I. 130569，体長 54.4 mm，川内川水系支流，

水深 0.5 m，2019年 6月 1日，タモ網，古𣘺龍星・

是枝伶旺・赤池貴大；KAUM–I. 133867，体長

290.2 mm，*KAUM–I. 133868， 体 長 140.8 mm，

*KAUM–I. 133869， 体 長 211.6 mm，*KAUM–I. 

133870，体長 189.5 mm，KAUM–I. 133871，体長

165.0 mm，*KAUM–I. 133872， 体 長 259.7 mm，

KAUM–I. 133873， 体 長 159.8 mm，KAUM–I. 

133874，体長 147.4 mm，*KAUM–I. 133875，体

長 163.4 mm，川内川中流域，2019年 10月，延縄，

川内川漁業協同組合．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合

を Table 2に示した．体は前後方向に長く，体部

前半は円筒形で体部後半は側偏する．体背縁は吻

端から背鰭起部にかけて上昇し，そこから脂鰭起

部までほぼ直線をなし，その後脂鰭起部から尾柄

にかけて緩やかに下降する．体腹縁は吻端から腹

鰭起部前方にかけて下降し，そこから臀鰭起部ま

ではほぼ直線をなし，その後臀鰭起部から尾柄に

かけて緩やかに上昇する．胸鰭棘の前縁は弱い鋸

状歯が並び，後縁には発達した鋸状歯をもつ．胸

鰭後端は背鰭起部直下を超える．腹鰭起部は背鰭

基底後端より後方に位置する．脂鰭基底後端は臀

鰭基底後端のほぼ直上に位置する．尾鰭は二叉形

で両葉後端は丸みを帯びる．頭部および体部に鱗

はない．鼻孔は 2対で互いによく近接する．前鼻

孔は吻端に位置し，後鼻孔は前鼻孔の僅か上方に

位置する．眼は前後方向に長い楕円形で，瞳孔は

正円形に近い．口は下位で，吻端は丸みを帯びる．

上顎後端は眼の前縁直下に僅かに達するもしくは

Fig. 2. Fresh specimens of Tachysurus nudiceps collected from the Sendai River system, Kagoshima, Japan (A: KAUM–I. 130500, 208.2 mm 
SL; B: KAUM–I. 130554, 160.4 mm SL, C: KAUM–I. 130555, 42.7 mm SL; D: KAUM–I. 133873, 159.8 mm SL).
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達しない．口ひげは 4対で，上顎と下顎にそれぞ

れ 2対もつ．側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，

尾柄にかけて緩やかに下降する．

色彩　生鮮時の色彩 –体背面から体側下部に

かけては黄土色から茶褐色で，体腹面は黄白色か

ら白色を呈する．背鰭は上部が褐色から黒色が

かった白色半透明．脂鰭は茶褐色で後端は黄土色

を呈する．胸鰭は黒色がかった白色半透明．腹鰭

は褐色がかった白色半透明で，臀鰭は下縁が黒色

がかった白色半透明．尾鰭は褐色から黒色を帯び，

中央部は白色半透明．瞳孔は黒色を呈し，虹彩は

光沢を帯びた黒褐色．

分布　琵琶湖・淀川水系以西の本州，四国の

吉野川，および九州北東部に自然分布し，移入に

より秋田県，新潟県，福島県，福井県，山梨県，

愛知県，岐阜県，三重県，香川県，福岡県（筑後

川），大分県（大分川），および熊本県から記録さ

れている（安芸，2003；高野ほか，2016；藤田，

2019）．本研究によって新たに鹿児島県から標本

に基づき本種が記録された．

備考　川内川水系支流産の標本は，脂鰭をも

つこと，吻のひげが 2対であること，側線が完全

であること，および胸鰭が 1棘 6–7軟条であるこ

となどによりギギ科に同定され（中坊，2013），

尾鰭後縁の切れ込みが深いこと，臀鰭軟条数が

18–20であることなどの特徴が細谷（2013）によっ

て示されたギギの特徴とよく一致したため，本種

に同定された．

これまで鹿児島県におけるギギの分布記録は

知られておらず，本研究で記載を行った標本は鹿

児島県におけるギギの初めての記録となる．

本研究で使用した川内川水系支流産の標本

（KAUM–I. 130500–130504, 130554–130558, 

130568–130569; Fig. 2A–C）は流程 200 mほどの

特定の区域の石の下や抽水植物の間から得られ

た．この区域では在来種であり鹿児島県レッド

データブック 2016において絶滅危惧 I類に選定

されているアリアケギバチ Tachysurus aurantiacus 

(Temminck and Schlegel, 1846)が生息する．長年

にわたり同区域で魚類の観察を行っている久木田

直斗氏により，これまでに多数のアリアケギバチ

が採集されていたが，2018年 1月に同区域でギ

ギが初めて確認された後は，アリアケギバチは一

度も採集されていなかった（久木田直斗氏，私信）．

なお，本研究においてはギギが 12個体採集され

たのに対し，アリアケギバチは 1個体（KAUM–I. 

130570）得られたのみであった．福岡県筑後川中

流域や熊本県球磨川では外来のギギが導入されて

以降，在来種のアリアケギバチの個体群が減少ま

たは消滅し，ギギに置き換わる事例が知られてお

り（熊本県希少野生動植物検討委員会，2009；小

早川，2015），川内川水系支流の同区域内におい

てもアリアケギバチがギギに置き換わりつつある

可能性がある．川内川水系全体でみても，これま

でアリアケギバチが多産するとされたが，近年は

個体数が激減している（米沢・四宮，2016）．同

様の生態的地位を占めるギギの侵入は，アリアケ

ギバチと競合し，更なる個体数の減少を引き起こ

す要因になると考えられるため，川内川水系にお

けるアリアケギバチの健全な個体群維持のために

T. nudiceps
n = 16

Standard length (mm) 42.7–290.2
Counts
 Dorsal-fin rays II ＋ 6–7
 Anal-fin rays 18–20
 Pectoral-fin rays I ＋ 5–6
 Pelvic-fin rays 6
Measurements (% SL)
 Head length 21.8–27.7 (25.2)
 Snout length 8.4–10.5 (9.2)
 Orbit diameter 3.0–7.0 (4.9)
 Body depth 14.2–20.2 (17.7)
 Pre-dorsal-fin length 30.2–36.7 (33.8)
 Pre-pelvic-fin length 47.9–53.0 (50.0)
 Pre-anal-fin length 59.1–66.9 (62.4)
 Caudal-peduncle length 13.0–18.2 (16.2)
 Caudal-peduncle depth 7.8–9.2 (8.3)
 Pectoral-fin length* 13.0–22.9 (19.2)
 Pelvic-fin length 10.2–15.0 (12.0)
 Maxillary barbel length 14.5–23.6 (20.0)
 Nasal barbel length* 6.2–10.9 (9.0)
 Length of second dorsal-fin spine 9.8–15.1 (13.3)
 Length of dorsal-fin base 9.6–13.8 (11.3)
 Length of pectoral-fin spine 11.4–21.9 (16.7)

Table 2. Counts and proportional measurements of specimens of 
Tachysurus nudiceps from the Sendai River system, Kagoshima, 
Japan. Means in parentheses.

* based on 15 specimens.
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も早急にギギの分布状況の把握や分布域拡大防止

および駆除のための対策を講じる必要がある．

なお，本研究で使用した川内川中流域産の標

本（KAUM–I. 133867–133875; Fig. 2D）は，ニホ

ンウナギ Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 

1846を漁獲対象とする延縄により漁獲された．

川内川中流域では 2016年頃から延縄やカニかご

漁によりギギが漁獲され始め，現在では多数の個

体が漁獲されるようになっており（富永昭子氏，

私信），様々な体サイズ（体長 140.8–290.2 mm）

の個体が得られているため，同地点においてギギ

は定着し再生産を行っているものと考えられる．

比較標本　アリアケギバチ Tachysurus auran-

tiacus：KAUM–I. 130570，体長 63.0 mm，鹿児島

県薩摩郡さつま町川内川水系支流，水深 0.5 m，

2019年 6月 1日，タモ網，是枝伶旺．
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